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むすめの へやから はたを おる おとが ひびきます。
むすめは、ほとんど やすむことなく はたを おりつづけました。
みっかめの よる、むすめは できあがった おりものを さしだしました。

むすめは また やすむことなく はたを おりました。
やっと おりあげたときには、ひどく やせており、すっかり やつれて いました。
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わかものは その おりものを もって まちへ いきました。
まちの ひとびとは おどろきました。
「これは みごとじゃ！ こんな うつくしい おりものは みた ことが ない！」
おりものは とても たかく うれました。

わかものは おおよろこびで もらった おかねを みせました。
「おねがいだ。 もう いちど はたを おって くれないか？」
「わかりました。 では もう いちどだけ おりましょう。」

よあけの そらに いちわの つるが とびたちました。
「まって おくれ。」
わかものは むちゅうで おいかけましたが、つるの すがたは みるみるうちに ちいさくなり、
とおくの そらに きえて いって しまいました。

むかし ある ところに まずしいけれど はたらきものの わかものが いました。
ある ふゆのひ、わかものは わなに かかって くるしんでいる いちわの つるを みつけました。
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わかものは、やくそくを わすれて へやを のぞきました。
「なんと！」
そこには、むすめの すがたは なく、いちわの つるが しろい はねを ぬいて 
はたを おって いたのです。

ある ゆきの よる、だれかが いえのとを たたきました。
とを あけると、わかい むすめが たって いました。
「たびのもの ですが、 この ゆきで みちに まよって しまい…、 どうか ひとばん とめて ください。」
わかものは やさしく むかえいれると、あたたかい おかゆを つくって あげました。

つぎは もっと たかくうれました。
わかものは たくさんの おかねを もらって うれしくて たまりません。
「おねがいだ。 もう いちどだけ  はたを おってくれ！」
むすめは つかれたように うなずきました。

あるひ、むすめが いいました。
「わたしに はたを おらせて ください。」
「いいとも。」
「でも おねがいが あります。 わたしが はたを おる あいだは けっして のぞかないで ください。」
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「かわいそうに…」
わかものは いそいで つるを たすけて やりました。
つるは うれしそうに なきながら そらに はばたいて いきました。

つるは むすめの すがたに もどり、かなしそうに いいました。
「わたしは あなたに たすけられた つるです。 ごおんを かえしたくて、やってきたのです。
 でも、もうおわかれです…。」

むすめは とても はたらきもので、いえの しごとを てつだって くれました。
わかものは、むすめとの くらしが たのしく なりました。
やがて、むすめは わかものの およめさんに なりました。

はたを おる おとが かなしそうに ひびいてきます。
なんにち すぎても むすめは へやから でてきません。
わかものは しんぱいになり、へやの まえに きました。


